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いろいろな思いでたった強歩大会最後のスタートライン、スタ
ート直後の低い気温に苦戦しながらも、決して諦める気持ちは
なかった。結果、1位でゴール。先生や保護者の方々、多くの支
えあっての結果と心から感謝いたします。

M3-2 岡田 武仁  2時間18分

晴天の甲斐路を激走 !
第32回校内強歩大会

男子
走っていると、声を掛けてくれる人がたくさんいて、とても力に
なりました。気持ちよく楽しく走れました。

A2 三枝 春風   3時間10分女子

参加者数：733名

完走者数：706名

参加率：92.7％

　　　 99.0％（補助員を含む）
完走率：96.3％

保護者協力人数：116名 早朝からの準備にもかかわらず、みんな笑顔と

愛情いっぱいのとん汁で戻ってくる生徒達を迎

えます。

婦人部のメインイベントでもある強歩大会のと

ん汁作りです。1000食分近くを全員で協力して

手際よく、おいしく仕上げていきます。

1年生のPTA役員の特権は、生徒

達のスタートを見送れる事。全生

徒を3グループに分けて1分間隔

の時差で元気良く出発。カメラを

意識して猛スタートを切る子、マイ

ペースな子と様々。その後、第三検

印所の周辺で交通指導にあたっ

たがトップの子は25km地点まで

1時間30分でやって来て、またさ

わやかに走り過ぎて行くのには驚

いた。足をひきずりながらもそれ

でもあきらめず前進する高校生た

ちの姿に胸が熱くなった。

完走した後に食べたとん汁の味は、甲工での強

歩大会の思い出になったでしょうか？。しっか

り完食してもらえて作りがいがありました。
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　全国で難関の国家試験「第三種電気主任技術者」（電験三種）に、甲

府工高電気科三年の須田和貴君（18）が合格した。在校生の合格は、
同校では5年ぶり3人目。須田君は「頑張った成果が出て、達成感があ
る」と喜んでいる。

　電験三種は全国の大学生や社会人が多く受ける試験で、電圧5万ボ
ルトまでの高圧電気施設の保安、監督ができる資格。試験は理論、電

力、機械、法規の四科目で、一度合格した科目は、その後2年間の試験
で免除される。本年度は全国で40,140人が受験し、4,361人が合格し
た。現役高校生の合格率は毎年約1％だという。
　須田君は高校2年の時に陸上駅伝部と両立させながら勉強を始め、
3科目に合格。今年は3年間担任として見守ってくれた前嶋完教諭か

ら、始業前と放課後に指導を受けた。残った1科目は「法規」の試験は9月に行われ、「プレッシ
ャーもあったが力を出し切った」。合格の知らせを聞き真っ先に両親に知らせたという。

　昔から工作などが好きで、「モノ作りに携わりたい」と同校に入学。卒業後は甲府市内の製造

業に就職が決まっているという。「一緒に勉強してきた仲間や前嶋先生のおかげで目標を達成

できた。苦労して取得した資格は将来、必ず仕事で生かしたい」と話している。

甲府工・須田和貴君電験三種の資格取得
高校生合格率1％の難関

須田  和貴君

新戦力新戦力
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県高体連新人大会　柔道男子団体  優勝
　　　　　　　　　　　女子団体  優勝

男子：3年ぶりに優勝旗を手にすることができました! 
　　  次回も頑張ります。
女子：新人戦、初優勝! 自分たちを信じ頑張ります。

県高体連新人大会
弓道男子団体  優勝

8年ぶりの優勝。
次は3月の全国高校選抜
大会だ。

県高体連新人大会
卓球男子団体  準優勝

負けた悔しさをバネに、
インターハイ目指して
頑張ります。

春の高校バレー山梨県大会
バレーボール男子  優勝

悲願の初優勝。
3月の全国大会でも
頑張ります。

全国選手権山梨県大会
3位

1年生2人がレギュラー
として頑張り、第4シード
河高を撃破。

第48回山梨県吹奏楽
コンクール　銀賞

コンクールで【交響的詩曲
「走れメロス」】を演奏
しています。

野球部野球部野球部
秋季関東地区 高校野球山梨県大会　準優勝

秋季関東大会は、4年ぶり22度目の出場です。
下妻二（茨城）と対戦し、6－11で敗れました。
夏の甲子園に向け、頑張ります。

テーマ「～輝け青春、五葉の下に～」

バレーバレーボールボール部バレーボール部
県高体連新人大会
自転車男子団体  優勝

全国大会上位入賞を
目標に、新チームでも
更なるレベルアップを
目指していきます。

自転車部自転車部自転車部

山梨日日新聞
2008年11月25日掲載
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五 祭葉

教 員 紹 介

「技術者となる前に人間となれ」の信条のもと、本校の教職員は、「スーパー甲府工業」構想の実現に向けて、生徒と

一緒によく頑張っています。歴史と伝統のある本校に勤務していることを誇りに持ちながら、新時代に対応した工業

教育を取り入れながら”甲府工業の発展”と甲府工業を応援してくれている多くの県民の期待に応えられる工業高校

の構築を目指して、日々努力し頑張っております。

今後とも宜しくお願いします。

校長  戸田 泰明

弓道部顧問  名取 良太弓道部の目標は
　例年の行事ですが入学式が済み、ホーム

ルームが終わって帰りに向かう新入生を待

ち構えて、手製の入部勧誘パンフレットを

配り新入生の入部勧誘を行います。ここで

入部を決意した約10名（例年8～10名が入

部）が加わり約30名で弓道部の1年が始ま

り、新入部員にとっては2年数ヶ月の厳しく、楽しく、高い目標を掲げ

ての部活が始まるのです。

　弓は狩りの道具から始まり戦国時代には戦いの道具として使用さ

れ、近年ではスポーツ弓道として世界大会はありませんが、国体、イ

ンターハイ、関東大会と数々の県外大会の競技種目になっています。

　弓道部は運動部でも楽なスポーツのクラブなので入部をする、と

安易な動機で入部をしてくる新入生がいますが、全国、関東レベルで

活動をしていますので目をまわす毎日になると思います。我々は競技

弓道をしているのですが、的に当るための部活動のみでなく武道に

必要な礼節も平行して教えております、入部をして来た時には無言

で道場に上がって来ていた生徒も入部後は相手を選ばず、場所を選

ばず挨拶をする、ルールは守る、人の話はきちんと聞く等、基本的な

生活習慣が出来るようになります

　練習は学校の道場で行いますが、小瀬の武道館を借り上げ県内チ

ームを招待しての練習試合、県外チームを招待しての練習試合も年

間数回行い強化をして、遠征試合も近県に年10回程、泊まりや日帰

りで行っております。毎日のノルマは、『毎日、たくさん、丁寧に』を

合い言葉に各自80射以上を引き全国に通用をする選手になれる事

を目標に頑張っています。

　今年は、3月に静岡で行われる全国高校選抜大会の出場権を得て

おり、大会に向けての強化に入っております。6月には山梨で関東大

会が開催されますが、平成18年には先輩達が団体優勝をしておりま

すので、3年ぶりの関東制覇に向けて毎日の練習に取り組んで行き

たいと思います。

『勉強に』『弓道に』一生懸命頑張ろう

今年の目標 県内の4大大会制覇

 関東大会県予選 優勝 関東大会出場

 県高校総合体育大会 優勝 学校対抗得点7点獲得

 インターハイ県予選 優勝 5年連続団体出場　

 新人戦 優勝 2年連続

第59回

テーマテーマ「～輝け青春、五葉の下に～「～輝け青春、五葉の下に～」
体育祭
●甲工大決戦　●騎馬戦
●綱引き　●長縄跳び
●15人リレー　

文化祭
●吹奏楽＆軽音楽部発表
●バンド演奏　●ビンゴ大会
●女装コンテスト
●アームレスリング
●模擬店　●バザー
●科展示

テーマ「～輝け青春、五葉の下に～」

バレーボール部 自転車部



　平成20年後期は、学校行事を中心にPTA会員の皆様に紹介したい内容が盛り沢山となりました。

編集委員会では多くの熱い意見が飛び交い、伝統ある甲府工業高校の魅力、活躍する生徒達の姿と

影で支えるPTA活動などを紹介する広報誌に仕上がりました。

　広報誌発刊にあたり、ご指導、ご協力をいただきました皆様方に心より感謝申し上げます。

URL : http://bb.kofu-th.ed.jp/pta/

〈モバイルサイト〉
バーコードリーダーでこの
バーコードを撮影すると甲
府工業高校PTAサイトアド
レスが読み込めます。

モバイルサイトも同じアドレスとなります。

編集後記 後期編集委員長　内池 敦子

PTA通信後期担当メンバー
内池 敦子（M3-2）・小池 宗蔵（E3-2）・鷹野　 正（C3）・一志　 強（M2-2）・渡邊 一生（E2-2）・
田中 幸雄（C2）・小野 裕樹（M1-2）・春日 雄二（E1-2）・古屋 祐典（C1）

　平成19年11月、甲府工業高校創立90周年の記念事業として、故斉藤文雄同窓会長様をはじめ学

校関係者の皆様方には大変なご尽力を賜り、屋内練習場の東側にトレーニングルームを増設してい

ただきました。

　選手はこの施設を有効に活用する事により年間を通じて筋力アップを図ることができ、近代的で

スピーディーな野球に対応できるようになってきました。野球に限らず、現代のスポーツは科学的に

計算された訓練により、効果的にパワーを伝え、ケガの予防にも役立っています。春になり私がグラ

ンドを訪れたとき、選手の体は数倍たくましさを増し、レベルアップを確信しました。

　私も本校野球部OBですが、精神野球、根性野球の時代でした。公立でありながらこのように恵ま

れた環境で精進できる子供たちがうらやましく思え、「親父の時代、この施設があったら甲子園行け

たかな?」と息子が言うと、思わず笑顔になりました。

校内探訪

野球部前保護者会長　武蔵　優

創立90周年記念事業施設『屋内トレーニングルーム』

　甲府工業の体育館に足を踏み入れると『キュッキュッ』という靴音

と、『バシン・バシン』というポールが床にたたきつけられる音が響

いている。現在1年11名、2年6名、マネージャー2名の19名と先生方

を含め21名で活動しているバレーボール部。

　先輩たちから受け継がれている、関東大会23回出場という記録、

何が何でもその伝統は続けていきたい。大きな敵ではあるが、『春

高バレー』、『インターハイ』全国大会につながる試合で、勝利をつ

かみたい。そんな思いの中、部員たちは、日々の練習を繰り返しなが

ら、何度でも何度でも･･･挑戦を続けている。身体が思うように動か

ない･･･指導者の思いに近づけず、悔しい感情をたたきつける．時々

折れそうになりながらも、このチームの力が『何度でも何度でも･･･』

を繰り返させる。励ましの声は、苦しくても声が嗄れても続いてい

く。全員がコートに立てるわけではないが、一人がみんなのために、

みんなが一人のために、それぞれの役割を果たしていく。

　保護者会として活動していく中で、こんなにも一所懸命な子供たち

の姿を見せてもらえることができた。少々負担に感じていたはずの

保護者会活動だったが、いつの間にか、すっかり魅了され、ついつい

体育館に足が向いて自分がコートに立っているような、ドキドキやワ

クワクを味あわせてもらっている。きっと、歴代の保護者会の方々

も、同様に感じていたに違いない。

　息子達には、この時にこの仲間と一緒にバレーができる喜びと、

熱心に指導してくださる先生方、そして、先輩方や保護者などたくさ

んの方々からの支援が自分たちをささえてくれていることへの『感謝

の心』を忘れずに頑張ってほしい。

　夢を叶えるための努力は、きっと1人1人の力になる。1人1人の力

が、多くの人に感動を与えてくれると信じている。

　全力でがんばる甲府工業バレー部を今後とも応接していただける

ことを心より願っている。

甲府工業バレーボール部　保護者会長　藤田金一

バレー保護者会


